
 
腹部ＣＴ画像から内臓脂肪と皮下脂肪に相当するＣＴ値面積を算出することにより

「内臓脂肪・体格指数（ＢＭＩ）の測定結果を報告します。 
脂肪に相当する範囲を色付けし、この面積を算出するソフトにより可視化した解析報

告書（※）の結果を今後の生活習慣や生活環境の改善に役立てて頂く検査です。 

メタボリックシンドロームは、内臓脂肪が多く、また軽微な異常を複数かかえている
病態のことをいいます。メタボリックシンドロームの診断基準を満たす人は1つずつの
項目の異常は軽微でも、将来的に脳こうそく、心筋こうそくへとつながる可能性が高い
といわれています。 

肥満には内蔵脂肪型肥満と皮下脂肪型肥満があり、腹部ＣＴ画像から判断されます。
2 種類のうち、生活習慣病や冠動脈疾患などのリスクが高いとされている内臓脂肪型肥
満は、検診での早期発見や生活改善指導の重要性が高まっています。 
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